
■ パブリックコメント（意見募集）の結果 
　パブリックコメントに多くのご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。本号では、お寄せ

いただいたご意見と回答の主なものについて、お知らせします。 

●ご意見と回答の概要 

序論　1 合併の必要性及び効果 
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ご　意　見 回　　　答 

＜住民の日常生活圏の拡大＞ 
・合併で日常生活圏が拡大され、行動半径が広くな
るので生活意欲が増し、町の活力が向上する。 
・合併することで行動半径が広くなり、それぞれの地
域の文化や歴史を学びあい豊かな郷土作りができる。
女性団体、消費者活動を一緒にできることを期待。 

 
　合併には住民間の交流が拡大するなど様々な効
果があると考えております。計画案においても、その
趣旨は記載しており、具体的なまちづくりの施策に活
かしてまいります。 

＜少子・高齢化への対応＞ 
・少子・高齢化に備え子育て支援や高齢者が暮らし
やすい行政のサービス等、大いに市民の期待すると
ころ。 

 
　少子高齢化の進展への有効な対応策の一つとし
て、市町村合併が議論されていると認識しております。
計画案にも、その趣旨は記載しており、具体的な施策
に活かしてまいります。 

＜環境問題など広域的な行政課題への対応＞ 
・合併や政令指定都市移行の最大のメリットは優秀
な人材が雇用できること。 
・合併して新しいまちに活力と向上心のある行政職
員を育成してよりよい政令指定都市に。 
・堺市と美原町のそれぞれの自治の経験と知識を研
究し、研修することで、行政職員の資質を向上させら
れていい。 

 
　計画案では、「両市町の合併によって、事務処理
や事業遂行にあたって、住民一人あたりの職員数や
管理経費が節減されるという『規模の経済性（スケー
ルメリット）』が働き、専任組織の設置などに柔軟に対
応することができ、多様化・高度化、広域化する行政
課題への対応力を強化することが可能となる。」とし
ており、具体的な施策に活かしてまいります。 

＜地方分権の推進＞ 
・合併により政令指定都市になると、大阪府から独立
でき、また、無駄が省けて国からの支援もあることから
財政基盤が強化されるなど、良い結果が得られる。 
・区役所が設置されると、地域に密着した利便性のあ
る行政になると思う。市民へのサービスが効果的にな
ることを期待する。 
・政令市をめざしての合併なら反対。 

 
　合併により、政令指定都市への移行、財政基盤の
強化などが実現し、地方分権が進展するものと考え
ております。計画案では、「現行の地方制度上最も
地方分権が保障され、将来のまちづくりに幅広い選
択肢をもつことができる政令指定都市へ移行を展望
でき、本格的な地方分権の先導役となるにふさわし
い基礎的自治体として発展していくことが可能となる。」
などと記述しており、具体的な施策に活かしてまいり
ます。 

＜国・地方を通じた財政の著しい悪化＞ 
・政令指定都市への移行は地方分権や税収の面で
相当のメリットがあるが、当面は特例法の優遇措置を
いかして、新市建設計画や行政事務の重複を無くす
べき。 
・お互いの重複する無駄が省けて行政がスリムになる。
行政の多様化・柔軟化を期待する。 

 
　「より多くの権限・財源が保障されている政令指
定都市への移行により、行政需要が一定増大するこ
とを加味しても、行財政基盤の一層の充実強化を図
ることが可能となる。」と記述するなど、今後とも行財
政基盤の強化に努めてまいります。 




